
海外舞踊文献紹介

はじめに

舞踊教育関連の海外文献を紹介するにあたり、

以下の3つ の視点からその内容を捉える。 まず第

1は 舞踊の普遍的価値を論 じ、学校教育における

舞踊実践の意義を説 くもの、すなわち舞踊教育の

原論 と理想あるいは実践を述べている学術書であ

る。第2は この原論を踏まえ、現場において実践

のヒン トを与えてくれるガイ ドブックを、そ して

第3と して、学校という枠を超えて舞踊の指導が

行なわれる場、たとえば舞踊学校や稽古場等にお

ける指導のあ り方を問う書である。近年に出版さ

れたものを中心に、筆者の判断で選択 した。

1.原 論 一 ‘舞 踊 とは何 か'‘ 舞 踊 教 育 と は何 か'

(1) 舞 踊 の普 遍 的価 値

Margaret N.H'Doubler,

Dance: A Creative Art

Experience, 168p.,

Madison Wisconsin, The

University of Wisconsin

Press, 1998.

'D
ance Education'を

キ ー ワ ー ド と し て 探 す と

必 ず 登 場 す る 本 書 は 、 舞

踊の本質が極めて的確に語 り尽くされているがゆ

えに、この分野のバイブル的書物 といえる1。米

国において舞踊の教育的価値を説 き、その地位向

上に尽力 した著者の本書については今 さら紹介す

るまでもないが、その舞踊理念は初版から60年近

く経った現在においてもなお、教育 として、芸術

として舞踊 を学び研究する者の礎となっている2)。

今回の版にはHDoublerの 理念の後継者 ともいう

べ き、ウィスコンシン大学のBrennan教 授が賛辞

を添えている。

(2) 現代 アメリカにおける舞踊教育の意義

H'Doublerの 著 が 舞 踊

教 育 の普 遍 的価 値 を示 す

書 な ら、今 年1999年5月

に 上 梓 さ れ たJudith

Lynne Hanna, Partnering

Dance and Education:

Intelligent Moves for

Changing, 255p.,

Champaign USA., Human

Kinetics, 1999. は 、そ の 普 遍 性 に現 代 とい う時代 性

を クロ ス させ 、 舞 踊 教 育 が この 時 代 に お い て い か

に 意義 深 い もの で あ る か を論 じて い る 。文 化 人類

学 的考 察 を専 門 とす る著 者 が カバ ー して い る問 題

は広 く、 パ ー ト1は 舞 踊 とは 何 か を問 う こ とか ら、

舞 踊 教 育 の潜 在 的価 値 、 米 国 に お け る舞 踊 教 育 の

現 状 とそ の周 辺 、 どこ で誰 が舞 踊 を指 導 す べ きか

に至 る まで を 、数 多 くの学 術 的 お よび公 的資 料 を

も とに 述 べ て い る。 さ ら にパ ー ト2は'Learning

in, about, through Dance'と 題 され 、舞 踊 その もの 、

舞 踊 の 周 辺 、 舞 踊 を通 してみ え て くる問 題 につ い

て よ り具 体 的 な ケ ー ス (た とえ ば 、舞 踊 教 育 と ジ ェ

ン ダー 、 ス トレ スの 問 題 等) を挙 げ、 各 々 にお い

て 舞踊 教 育 が 果 た す 役 割 を考 察 してい る。 また ま

とめ と して 、現 在 舞 踊 教 育 が 抱 えて い る課 題 を提

示 し、 この先 教 育 の 中 で 舞 踊 が どの よ う に機 能 し

て い くべ きか を論 じて い る。 巻 末 に、 各 々の章 の

論 点 を列 挙 す る と共 に、 全 米 にお け る舞 踊教 育 の

指 導 基 準 、舞 踊 教 育 関 連 の 組 織 や 資 格 ・研 究 に つ

い て豊 富 な資 料 が 附 され て い る 。

(3) ‘ク リエ イテ ィブ ・ダ ンス'の 教 育 的価 値

こ れ ま で の 著 書 で は'Dance Education'の

‘D
ance'の 内 容 が 特 定 さ れ て い た訳 で は な いが 、

次 に紹 介 す る書 の 著 者 は 、教 育 に お け る舞 踊 の内

容 を ‘Creative Dance'と 明 記 し、 そ の価 値 につ い

て論 じて い る 。

Sheryle Bergmann Drewe, Creative Dance: Enriching
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Understanding, 139p.,

Calgary, Alberta, Canada,

Detselig Enterprises Ltd.,

1996.

子 ども (学生) には、

教育カリキュラムの中で

自由に自分を表現する機

会が保証されるべきだが、

その機会の多 くは絵 を描

いた り文章を書いた りすることが中心で、自身の

身体で自分を表現するダンスを他の教科と対等に

実施 している学校は極めて少ない。本書はこのよ

うな状況を踏まえ、なぜ クリエイティブ ・ダンス

が教育としてふさわ しいのかを多様な視点-た と

えば主体と客体の関係、イマジネーションと創造

性等-か ら、多 くの引用を交えて論 じている。と

くにクリエイティブ ・ダンスの審美的性質が、ユ

ニークな視点を持 って人間の経験 を理解する力を

育てるという点を強調 し、決まった形式を持つ他

のどのダンスよりも、クリエイティブ ・ダンスが

教育的価値 に富むと主張 している。著者はカナダ・

マニ トバ大学の体育 ・レクリエーション学科助教

授であ り、ダンスの実技指導の他に哲学のコース

でも表現的芸術等の講議をしているごそのためか、

本書では思索に富む論の展開が際立っている。

2. 舞踊教育の実践-現 場で役立つ指導書

1. では、教育における舞踊の価値 と意義を論

じた書を中心に見てきた。そこで次に、その実践

の手がかりとなるであろう書物を以下に2つ 紹介

したい。

(1) 導入としてのダンスゲーム

Paul Rooyackers, 101 Dance Games For Children:

Fun and Creativity with Movement, 146p., California,

a Hunter House Smart Fun book, 1996.

本書は指導的立場にある親、保育者、学校の教

師、地域の指導者 といった人々を対象に書かれた、

い わ ば ダ ンス ゲ ー ム の マ

ニ ュ ア ル 本 で あ る 。 パ ー

ト1に 「なぜ ダ ン スか?」

「ダ ンス をす る こ との意

義 は?」 とい う問 い に対

す る著 者 の考 え が 簡 潔 に

述 べ られ て お り、 パ ー ト

2に 紹 介 さ れ る141種 類

の ゲ ー ム (タ イ トル は101

だ が) が 、筆 者 の 明確 な理 念 の も とに創 出 され た

もの で あ る こ とを示 唆 して い る。 パ ー ト2は11の

セ ク シ ョ ン か ら 構 成 さ れ 、 「紹 介 (Introduction

Dances)」 「手 (Hand Dancing)」 「出 会 い (Meeting

Dances)」 「協 力 (Cooperation Dances)」 、 「集 中 力

(Concentratlon Dances)」 等 、各 目的 に応 じた ダ ン

ス ゲ ー ム が紹 介 され て い る。 国民 性 の 違 い で 少 々

取 っ つ きに くい と思 わ れ る ゲ ー ム もあ るが 、 ア レ

ンジ して や っ て み る と、 いず れ も参 加 す る者 の 個

性 を引 き出 し、 いつ の 間 にか 想 像 力 ・集 中 力 ・観

察力を充分に発揮で きる様に工夫されていること

がわかる。最籾9) 頁に一覧があ り・各々のゲーム

につ炉て逼切 どされる対象年令、人数、場所の広

さ溜 楽鞘 示されている。

(2) 想像 と創造の拡が りを目指す授業

Jennifer Donohue Zakkai,

Dance as a way of

knowing, 152p.,

California, The Galef

Institute, 1997.

本 書 は 、 ‘Strategies for

Teaching and Leaning

Professional Library'と い

う シ リー ズの 中の1冊 で あ る。 教 師 は皆 、 ダ ンス

の 特 別 な動 きの 技 術 を持 たず とも、 今 知 って い る

日常 の 動 きか ら豊 か な創 造 の 世 界 へ 子 ど も達 を

導 くこ とが 可 能 で あ る とい う考 えの も とに、 著 者

は 本 書 を ‘workshop on paper'と 称 し、授 業 の 組
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み立て方・進夢方・取 り上げるテーマ・動 きの内

容等を詳細にわたり提案 している。また各章に2

～3ケ 所づっポイントとなる質問を配 し31、それに

答えることによって、読者の問題意識が明確 にな

る様に工夫 されている。テーマに即 した参考文献

の紹介や現場の指導者の声 も多 く収められてお り、

一つのテーマを理論 と実践の両面から深めている。

本書は幼稚園および小学校の教師を対象に書かれ

た指導書であり、ダシスというよりムーブメント

の探究に近い内容だが、授業を展開 してい く際の

ひとつの基本的なモデルを示 してお り、子どもの

創造性の陶冶に目的をおいたその緻密な内容が非

常に興味深い。

3. 専門教育 としての舞距

1. で挙げた3つ の著

書はいずれも、舞踊の持

つ教育的価値が学校教育

のカリキュラムの中でど

のように活かされるべ き

かを論 じていた。次 に紹

介する書 は、舞踊学校や.

稽古場 という舞踊を専門

に学ぶ場において、舞踊

がどのように教授 されるべ きかという視点から書

力卑 ている。

Maria Fay., Mind over Body: The development of the

dancer-the role of the teacher, 199p., London, A&C

Black, 1997.

本書参、1992年 ～1996年 にイギ リスの 脈

Dancing Times象’に掲 載 さ れ た著 者 の 文 章 を1冊 に

まζめなもの である9長 年、 ヨーロツパや北アメ

リカめ舞踊学校、バ レエ団で教師 として多 くのダ

ンサーを指導 して きた著者は、ダンス (とくにバ

レエ) をよりプロフェッショナルに学ぶ人、ある

いはその家族、そして指導者のために本書をまと

めたという。彼女はまず、多 くの舞踊学校や稽古

場にお恥て、本来楽 しみや喜びであるはずのダン

スの練習が単なる技術習得のための トレーニング

になってレ落つ冥跨為 ことを憂慮 している。他の

芸術形零タ形式 顔 と異なり、ダンスは自分自身

の身体 を素材に自己の表現を生み出してゆくもの

であるたあ、ダンサーに起こりうる問題は複雑で

多岐にわたる。中でもダンサーの精神的、心理的

側面に関する問題は見過ごされがちで、親でさえ

もそれらを見逃 し、あるいは無視 してしまうこと

があるという。このようなことが起こる一因とし

て、著者は正確な知識 と情報の不足を挙げている。

さらに、指導者がダンスの技術のみを教えるので

はな く、ダンスを通 して人格を育てるのだという

理念 を持 って一人一人のダンサーに関わることの

大切 さを強 調 している。理論的背景に乏 しいのが

少々気になるが、指導者 としての豊富な経験を活

か し、考えうる様々な場面におけるダンサーの心

のケアについて数多 くの具体的事例を示 しなが ら

持論を展開 している。

おわりに

近年は情報網の発達のお陰で、海外の出版事情

もリアルタイムで入手できるようになった。それ

を見る ど毎年、アメ リカとイギリスだけでも、舞

踊関連の書物が非常に多 く出版 されていることに

驚 く。それだけ両国においては、舞踊の価値を説

くことに熱心である。これは、舞踊が人間の重要

な文化のひとつとして認知 されてきたことの証で

あ ろう,

注

(1) よく知 られているように、邦訳は松本千代

栄訳 「舞踊学原論-創 造的芸術体験-」 であ り、

1974年 に大修館書店より出版 されている。

(2) 初版は1940年 、F.S.Crofts&Co., lnc. より

出版されている。

(3)‘Dialogue'と いう形で挿入され、質問に対

して答えを記入する対話形式になっている。

(原田 純子)
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平成10年 度 舞踊学関係修士論文題 目一覧

(以上 、平 成11年10月31日 まで に ご回 答 い ただ い た 該 当 論 文 を掲 載 した 。)
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